
たちは、日常の中で
森林がもたらす恩恵

をさまざまな形で享受して
います。持続可能なまちづ
くりを進める上で、森林を
適切に整備していくこと、
そして、林業の未来を担う
新たな人材の育成や確保が
必要不可欠です。
　市では、森林環境譲与税
などを活用し、管理不全と
なっている森林の整備、林
業従事者への補助を実施し
ています。また、今年度からは、
森林の普及啓発に関する活
動への補助制度を設けるな
ど、新たな取り組みも
始めたところです。
　心と体に癒やしの
効果をもたらす森林
に対して、一人でも多
くの人が意識を向け
ていただくことは、と
てもステキなことだと
思います。

林業界に入って10年ほ
どですが、その頃と比
べて機械化が進み、労
働環境はかなり変わり
ました。最初は伐採す
るにも手作業が当たり
前でしたが、今は重機
の操作で完結する作業
が増えたので、体への
負担も相当軽減されて
きています。当組合で
はないですが、林業現
場で働く女性スタッフ
を見かけるようになっ
たほど。これからも自
分の子どもの世代に残
せる森づくりを行って
いきたいです。
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１製材用途に適さない間伐材などは、
細かいチップ状に加工され、木質バイ
オマス発電や熱利用のためのまきボイ
ラーの燃料となる。発電した電気は売
電されるほか、チップの燃焼で生み出
した蒸気は、熱源を必要とする工場や
水産・農業などの用途に活用される　
２残材と引き換える地域通貨「森の恵

めぐみ
」　

３排熱により温められた温水で養殖さ
れるウナギ。水温設定は29度　４温
暖な地域で栽培されるコーヒーも、敷
地内の排熱を利用したビニールハウス
内で育てられている

森も

り林
　
終
わ
り
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付
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山で放置されていた材をエネルギーに。
森林も地域も元気にするプロジェクトは、
森林国家における地域内エコシステム

担い手の育成・確保が急務。
後世に元気な森林を残すため、
今すべきことがあるのです―
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はじめとした木材を加工する製材工場。木の駅プロジェクトの集材拠点に位置づけられ、住民が運び込む材
も受け入れる。プロジェクトにおいて町民から持ち込まれる材の量は、多い月で軽トラック約200台ほど
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職
業
」と
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も
い
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と
思
い
ま
す
が
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化
に
よ
っ
て
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体
的
負
担
や
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険
性
が
大

幅
に
減
っ
て
い
ま
す
し
、
現
場
中
心
の
業

務
で
は
基
本
的
に
残
業
も
あ
り
ま
せ
ん
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に
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へ
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未
来

森
林
の
循
環
を
生
む
た
め
に
は
、
森
林
資
源
を
地
域
で
活
用
し
て
い
く
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。
保
全
に
加
え
、
林

業
自
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
林
業
自
体
の
活
性
化
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
森
づ
く
り
に
つ

な
が
る
。
先
進
的
な
取
り
組
み
な
ど
か
ら
今
後
の
森
林
活
用
に
必
要
な
方
向
性
を
探
る
。

第四章


